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令和 5 年 5 月 30 日 ( 火 ) にプリズムホールにて令和５年度八尾市民生委員児童委員協議会総会を開催
しました。

民生委員の出席者１５６名と、来賓として八尾市 大松市長、八尾市議会 田中議長、八尾市社会福祉協
議会 ⻆田会長、八尾市民生委員推薦会 谷岡委員長職務代理、八尾市地域福祉部 當座部長、八尾市こども
若者部 吉川部長にご来賓いただきました。また、各出張所所長にもご臨席いただきました。

第１部では、民生委員の歌「花咲く郷土」の合唱から始まり、「民生委員信条」と「児童憲章（前文）」の朗読、
「市民憲章」・「やお安心安全憲章」を全員で唱和しました。

第２部では、昨年度の事業報告・決算ならびに今年度の計画・予算をご提案し、委任状 138 名をあわ
せた計 294 名が異議なしで、全て承認されました。

第３部の記念講演では、吉本興業から大阪府住みます芸人 span!（スパン）のお二人にお越しいただき
ました。八尾市出身の水本さんからの地元トークは大いに盛り上がり、他にも体操や漫才などで楽しませ
ていただきました。

小林会長の挨拶文（一部抜粋）

様々な課題が山積されている中で、民生委員はこれまで以上に地域住民に寄り添う相談者として
の役割が期待されております。また、民生委員児童委員信条にもありますように常に地域社会の実
情を把握することに務め誠意をもってあらゆる生活上の相談に応じ、相談者一人ひとりの自立に取
り組んで参りたいと思います。そのわたくし達一人ひとりの活動が、長年目指してきた地域共生社
会の実現につながると思っております。

今年は昨年 12 月に一斉改選を行い、新しい体制でのスタートの年です。
これまでコロナ禍にあっても創意工夫を凝らし地域の様々な方々と連携して常に地域住民に寄り

添いながら地域作りに努めて参りました。
また、5 月 8 日からはコロナ感染症が第 2 類から第 5 類に移行したことに伴い、これまで以上に

力を合わせ地域福祉の推進にご尽力いただきますようお願い申し上げます。

4年振り！ 対面での総会特 集

第1部 ： 開会のようす 第3部 ： 記念講演　大阪府住みます芸人　span!様（左 ： 水本さん　右 ： マコトさん）
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令和５年6月2日に発生した台風2号において、民生委員・児童委員が聞き取り調査
をした「災害時要配慮者支援事業　わたしの避難計画」を基に、福祉施設・市・社協が連
携し、自力では避難することが出来ない高齢者や障がい者などの避難へとつながりました。
平成27年に、八尾市と社会福祉施設連絡会※で「災害時発生などにおける福祉避難所
等の協力に関する協定」が締結されています。当協定は、大規模災害時等に災害時要配慮
者を受け入れるための臨時福祉避難所の設置・運営、緊急保育等の確保に関する協力体制
が、包括的に定められています（具体的な協力内容は法人と市との個別協定に基づきます）。
事前避難対象者は、「災害時要配慮者支援事業　わたしの避難計画」を基に選定され、
臨時福祉避難所において、どの対象者をどの施設で受入可能か福祉避難所開設に向けてマ
ッチングが行われます。
今回の台風2号において、「警戒レベル３（高齢者等避難）」発令後、マッチングして
いる福祉施設より対象者の受け入れや送迎が行われました。
取り組んだ福祉施設からは「災害時における福祉施設の取り組みに市や社協が協働して
いる大切な仕組み」「施設受け入れとして初めての取り組みであったが、幸い大きな災害
にならず、今後に向けて課題や改善点がわかった」「避難対象者だけではなく、地域全体
として災害意識を高めていく必要がある」など、今後の取り組みに向けた様々な前向きな
意見があがりました。

台風2号（令和5年6月2日発生）に伴う取り組みについて

わたしの避難計画

※施設連絡会…市内の高齢・児童・障がい関係の社会福祉施設が相互の連携・調整を図り、地域に開かれた施設として地域福祉の向上に努めること、
地域にある様々な福祉ニーズに対応していくことを目的に、平成24年に発足しました（77施設R5.7.20付）。

「災害時発生などにおける福祉避難所等の協力に関する協定」の仕組み
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代
か
ら
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
相
談
と
支
援
に
つ
い
て

一
カ
所
で
対
応
で
き
る
施
設
に

な
っ
て
お
り
、
連
携
の
取
り
や

す
さ
が
特
徴
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。公

募
さ
れ
た
名
称
「
ほ
っ

ぷ
」
と
は
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・
ジ
ャ
ン
プ
！
子
ど
も
達
の

は
じ
め
の
一
歩
を
応
援
で
き
る

場
所
、「
ほ
っ
」
と
で
き
る
場

所
に
な
る
よ
う
に
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

親
に
と
っ
て
理
想
の
子
育
て
支

援
は
困
っ
た
時
や
そ
れ
以
外
に

も
、「
行
く
場
所
が
あ
る
」
と
、

い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育

て
の
総
合
的
な
支
援
拠
点
と
し

て
周
知
さ
れ
活
用
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
施
設
だ
と
思
い
ま

し
た
。

ま
で
利
用
で
き
、
一
階
の
「
あ

そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
は
就
学
前
の

子
ど
も
の
月
齢
に
合
わ
せ
た
オ

モ
チ
ャ
や
絵
本
な
ど
が
あ
る
の

で
、
親
子
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
親

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
気
軽

に
利
用
で
き
ま
す
。

「
八
尾
市
は
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
を
行
い
ま
す
」
と
提

唱
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら

18
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
育
て
世

谷
本　

光
雄

令
和
５
年
８
月
31
日　

午
後

１
時
30
分
か
ら
、
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
４
階　

会
議
室
１
に
於

い
て

「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
に
つ
い
て
」

八
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課　

課
長
石
川
真
規

さ
ん
に
よ
る
生
活
支
援
相
談
セ

ン
タ
ー
の
取
組
み
概
要
等
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
摂
南
大
学
の
上
野

山
裕
士
先
生
の
「
８
０
５
０
問

題
か
ら
考
え
る
地
域
生
活
課
題

と
地
域
共
生
社
会
の
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

第
一
に
80
歳
の
親
が
50
歳
の

子
ど
も
の
生
活
を
支
え
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
体
・

精
神
障
が
い
が
原
因
の
場
合

や
、
親
が
世
間
体
を
は
ば
か
っ

て
、
子
ど
も
を
隠
す
こ
と
に
よ

遠
藤　

美
雪

令
和
５
年
４
月
26
日
研
修
会

と
し
て
、
こ
ど
も
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ほ
っ
ぷ
」
の
見
学
会

を
行
い
ま
し
た
。
雨
の
中
参
加

い
た
だ
い
た
部
会
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ほ
っ
ぷ
」
は
月
曜
か
ら
土
曜

専
門
部
会
活
動
報
告

見学会のようす

グループワークのようす

あそびのひろば

生
活
福
祉
部
会

児
童
福
祉
部
会

る
社
会
と
の
断
絶
、
そ
の
他

色
々
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
少
し
で
も
心
の
負
担
が

軽
く
な
る
よ
う
に
、
困
っ
て
い

る
人
を
様
々
な
セ
ン
タ
ー
や
施

設
、
行
政
等
と
連
絡
を
取
り
、

つ
な
ぐ
こ
と
を
主
体
に
行
動
す

る
こ
と
で
少
し
で
も
役
立
て
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

話
し
合
い
貴
重
な
意
見
が
多
く

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は

上
野
山
先
生
の
感
想
を
い
た
だ

い
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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等
の
準
備
を
し
て
、
当
日
は
、

受
付
と
順
番
整
理
及
び
金
魚
の

持
ち
帰
り
配
付
等
を
担
当
し
ま

し
た
。

親
子
で
来
た
子
ど
も
達
は
、

「
ほ
ん
ま
も
ん
の
金
魚
や
」、「
初

め
て
金
魚
す
く
い
を
す
る
ね

ぇ
」、
保
護
者
は
子
ど
も
に
「
金

魚
す
く
い
は
追
い
か
け
て
取
る

の
で
は
な
く
、
す
く
う
感
じ
で

取
る
の
よ
」
と
教
え
て
い
ま
し

り
な
い
物
の
代
用
を
し
た
り
、

竹
の
子
の
硬
い
所
を
シ
ナ
チ

ク
に
し
た
り
、
お
い
し
い
時

も
有
る
け
ど
。

調
子
に
の
っ
て
、
ラ
ー
メ

ン
の
具
に
キ
ャ
ベ
ツ
が
な
い

の
で
紫
キ
ャ
ベ
ツ
を
入
れ
た

ら
、
ラ
ー
メ
ン
と
は
思
え
な

い
青
色
に
染
ま
り
、
主
人
と

大
笑
い
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
ミ
シ
ン
を
出
し
て
、

カ
ー
テ
ン
を
縫
う
の
で
す
が
、

ミ
シ
ン
の
キ
ゲ
ン
が
悪
く
、

ゴ
キ
ゲ
ン
ヨ
ウ
と
キ
ゲ
ン
を

取
り
な
が
ら
、
や
っ
と
出
来

上
が
り
、
さ
っ
そ
く
掛
け
ま

し
た
。

満
足
（
自
己
）

も
う
少
し
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
が
ほ
し
い
。

西
山
本
地
区
福
祉
委
員
会
で

は
、
毎
年
７
月
中
旬
の
日
曜
日

の
午
前
中
に
西
山
本
小
学
校
に

お
い
て
同
小
学
校
区
の
子
ど
も

達
を
対
象
に
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間

中
止
に
な
り
、
昨
年
は
飲
食
禁

止
等
の
制
限
の
も
と
に
実
施
さ

れ
、
今
年
は
、
何
の
制
限
も
無

し
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
各
ブ
ー
ス
の
あ
る
中
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
昨

年
と
同
様
に
「
金
魚
す
く
い
」

を
出
店
し
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
、
事
前
に
金
魚
す
く
い
台
の

調
達
、
金
魚
４
０
０
匹
の
購
入

趣
味
で
す
か
？

想
っ
た
通
り
に
書
き
ま
す
。

好
き
と
上
手
は
違
い
ま
す
。

私
は
好
き
で
す
。
新
聞
、

雑
誌
の
記
事
で
は
な
く
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
を
真
っ
先
に
開
き

ま
す
。
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。

「
な
ん
だ
っ
け
ー
と
」。

そ
れ
と
料
理
。
食
い
し
ん

ぼ
う
で
す
。
残
り
物
で
、
足

リレー投稿
「金魚すくい」

今西　和雄
（東中学校区地区）

園
田　

成
子

（
高
砂
地
区
） 

趣 味

金魚すくいのようす

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
と

い
う
間
に
２
時
間
が
過
ぎ
、
参

加
者
３
５
０
名
の
盛
況
の
う
ち

終
了
し
ま
し
た
が
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
子

ど
も
達
の
元
気
一
杯
の
笑
顔
や

楽
し
ん
で
い
る
姿
を
み
て
パ
ワ

ー
を
も
ら
え
た
半
日
で
し
た
。
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し
の
避
難
計
画
」
の
聞
き
取
り

訪
問
で
気
づ
い
た
こ
と
や
、
こ

ん
な
こ
と
が
良
か
っ
た
な
ど
と

高
美
中
学
校
区
地
区
の
研
修

会
は
、
今
年
の
11
月
頃
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
地
区
委

員
会
の
様
子
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま

す
。
毎
月
の
地
区
委

員
会
で
最
後
に
「
そ

の
他
」
と
い
う
案
件

が
あ
り
ま
す
。
各
委

員
が
、
日
頃
の
活
動

の
中
で
気
づ
い
た
事

や
、
委
員
会
の
案
件

の
中
で
も
う
少
し
突

っ
込
ん
だ
内
容
を
話

し
合
う
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

６
月
の
地
区
委

員
会
で
は
、「
わ
た

地
区
研
修
だ
よ
り

高
美
中
学
校
区
地
区
　　
　

西
川　

一
男

ま
す
。

八
尾
小
学
校
は
、
全
児
童
数

約
６
０
０
人
程
度
で
す
が
、
今

回
の
参
加
者
は
、
役
員
、
保
護

者
、
未
就
学
児
を
含
め
る
と
約

千
人
以
上
の
人
々
が
校
庭
狭
し

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

成
法
中
学
校
区
地
区
　　
谷
本　

光
雄

私
た
ち
、
成
法
中
学
校
区
地

区
は
、
今
期
発
足
し
た
ば
か
り

で
、
ま
だ
研
修
会
が
開
催
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
予
定
で
は
、

11
月
５
日
に
開
催
し
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み
と
し
て
７

月
22
日
に
八
尾
小
学
校
の
「
納

涼
の
夕
べ
」
を
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
方
々
の
お
手
伝
い
を

兼
ね
て
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し

地区委員会のようす

八尾小学校「納涼の夕べ」のようす

子
ど
も
達
も
、
暑
い
中
、
各

ブ
ー
ス
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

舞
台
の
上
で
は
歌
や
大
抽
選

会
も
あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

来
年
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
ブ
ー
ス
を
作
っ
て
参
加

で
き
な
い
か
と
委
員
と
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
聞
き

取
り
も
２
年
目
に
な
り
ま
す
の

で
、
昨
年
と
比
較
し
て
こ
の
よ

う
な
変
化
が
あ
っ
た
と
意
見
を

共
有
し
て
、
来
年
度
以
降
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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田
中　

美
喜
子　

（
成
法
中
）

　

杉
山　
　

文
男　

（
成
法
中
）

　

堀
川　
　

鶴
美　

（
曙
川
中
）

　

寺
井　
　

尚
子　

（
曙
川
中
）

　

西
田　
　
　

裕　

（
上
之
島
中
）

　

田
岡　
　

直
美　

（
竹　

渕
）

　

花
田　
　

悦
子　

（
久
宝
寺
中
）

　

遠
藤　
　

美
雪　

（
西　

郡
）

　

坂
上　
　

耕
造　

（
南
高
安
中
）

　

守　
　
　

信
介　

（
曙
川
南
中
）

　

多
田
羅　

史
充　

（
曙
川
南
中
）

　

堀
内　
　

悦
子　

（
志
紀
中
）

◎
６
年
勤
続
表
彰

　

林　
　
　

良
子　

（
高
美
中
）

　

原　
　
　

淳
子　

（
高
美
中
）

　

木
田　
　
　

実　

（
成
法
中
）

　

増
本　
　

加
奈　

（
成
法
中
）

　

牛
山　
　

幸
子　

（
八
尾
中
）

　

植
田　
　

和
憲　

（
八
尾
中
）

　

松
下　
　

孝
次　

（
曙
川
中
）

　

出
井　

眞
知
子　

（
曙
川
中
）

　

杉
本　

愉
美
子　

（
曙
川
中
）

　

棟
居　
　

洋
子　

（
曙
川
中
）

　

藤
本　
　

陽
子　

（
東　

中
）

　

増
田　
　

明
彦　

（
東　

中
）

　

乕
野　
　

真
澄　

（
東　

中
）

　

澤
田　
　

義
雄　

（
東　

中
）

　

岩
﨑　
　

欣
子　

（
上
之
島
中
）

　

福
生　

か
よ
子　

（
上
之
島
中
）

　

西
郡　
　

武
吏　

（
上
之
島
中
）

　

堀
川　
　

武
士　

（
龍　

華
）

　

村
井　
　

孝
嘉　

（
龍　

華
）

　

花
村　

百
合
子　

（
龍　

華
）

　

浅
田　

貴
三
子　

（
龍　

華
）

　

蜷
川　

奈
津
子　

（
龍　

華
）

※
田
中　

カ
ズ
エ　

（
高　

砂
）

※
辰
巳　

順
一
郎　

（
南
高
安
）

※
渡
瀨　
　

弘
美　

（
南
高
安
）

※
阪
井　
　

善
江　

（
南
高
安
）

※
阿
野　

美
榮
子　

（
曙
川
南
中
）

※
小
⻆　
　
　

汎　

（
志
紀
中
）

八
尾
市
民
生
委
員
児
童
委

員
永
年
勤
続
市
長
表
彰

◎
21
年
勤
続
表
彰

　

小
林　

有
美
子　

（
成
法
中
）

　

西
川　
　

典
子　

（
東　

中
）

　

南
田　
　

頼
子　

（
西　

郡
）

◎
15
年
勤
続
表
彰

　

嶋
野　
　

充
代　

（
成
法
中
）

　

岸
田　

美
智
子　

（
成
法
中
）

☆
令
和
５
年
度　

八
尾
市

民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
５
．
５
．
30
）

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

※
西
村　
　

郁
子　

（
八　

尾
）

※
石
川　

惠
美
子　

（
八
尾
中
）

※
中
村　
　
　

保　

（
八
尾
中
）

※
吉
田　
　

允
侃　

（
曙
川
中
）

※
岡
浦　
　

典
子　

（
曙
川
中
）

※
竹
ノ
株　

宏
美　

（
安　

中
）

※
竹
島　
　

勝
子　

（
安　

中
）

※
田
中　
　

冨
美　

（
龍　

華
）

※
三
木　
　

晴
子　

（
竹　

渕
）

※
𠮷
井　

美
津
子　

（
大
正
中
）

※
川
島　

美
江
子　

（
大
正
中
）

※
（故）
𦚰
田　

隆
重　

（
大
正
中
）

※
藤
田　
　

重
治　

（
大
正
中
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表　

彰

（
※
は
退
任
者
）

　

藤
本　
　

憲
一　

（
久
宝
寺
中
）

　

植
松　
　

啓
子　

（
久
宝
寺
中
）

　

樋
渡　
　

和
世　

（
久
宝
寺
中
）

　

柳
橋　
　

圭
治　

（
久
宝
寺
中
）

　

松
井　
　

正
廣　

（
大
正
中
）

　

植
村　
　

幸
永　

（
大
正
中
）

　

安
田　
　

勝
司　

（
西　

郡
）

　

上
杉　
　

弥
彦　

（
西　

郡
）

　

植
田　
　

竹
治　

（
高
安
中
）

　

石
田　
　

由
枝　

（
高
安
中
）

　

山
口　
　

光
子　

（
南
高
安
中
）

　

三
浦　
　

眞
弓　

（
曙
川
南
中
）

　

髙
萩　
　

千
秋　

（
曙
川
南
中
）

※
福
島　
　

都
美　

（
曙
川
南
中
）

　

松
山　
　

良
子　

（
志
紀
中
）
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あ
と
が
き

い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
思
わ
れ
た
、
今
年
の
猛
暑
。

皆
様
に
こ
の
「
風
知
草
」
を
お
届
け
す
る
頃
に
は
、

秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

５
月
８
日
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
「
５
類
感
染
症
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
各
地
区
で

は
各
々
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
徐
々
に
イ
ベ
ン
ト
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。

消
毒
・
検
温
は
義
務
で
は
な
く
な
り
、
マ
ス
ク
着

用
は
個
人
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

と
は
言
う
も
の
の
、
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
活
動
は
、
高
齢
者
、
児
童
と
の
関
わ
り
が
必
須

で
あ
り
、
個
人
判
断
と
は
い
か
な
い
の
で
、
な
か
な

か
気
が
抜
け
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

秋
が
過
ぎ
る
と
季
節
が
巡
り
、
寒
い
冬
が
や
っ
て

き
ま
す
。
委
員
の
皆
様
に
は
、
ご
自
身
の
体
調
管
理

を
し
、委
員
と
し
て
の
活
動
を
さ
れ
、様
々
な
形
で
「
風

知
草
」
に
関
わ
る
投
稿
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
委
員
の
皆
様
に
興
味
を
持
ち
、
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
広
報
部
会
一
同
、
次
号
に
む
け
、

頑
張
り
ま
す
。

広
報
部
会
一
同

座右の銘

「
に
ん
げ
ん
だ
も
の
」

ト
マ
ト
が
ト
マ
ト
で
あ
る
か
ぎ
り
そ
れ
は
ほ
ん
も
の

ト
マ
ト
を
メ
ロ
ン
に
見
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
に
せ
も
の
と
な
る

自
分
が
自
分
に
な
ら
な
い
で
だ
れ
が
自
分
に
な
る

相
田
み
つ
を
著
「
こ
こ
ろ
の
暦 

に
ん
げ
ん
だ
も
の
１
」
よ
り

©
相
田
み
つ
を
美
術
館

　

奥
野　

龍
治
（
竹
渕
地
区
）

  

退　

任

お
勤
め
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

（
５
．
４
．
30
）

　

白
井　

真
喜
子　

（
曙
川
南
中
）

（
５
．
５
．
31
）

　

岩
田　

美
恵
子　

（
上
之
島
中
）

   

委　

嘱

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

（
５
．
６
．
１
）

　

杉
田　
　

長
子　

（
上
之
島
中
）

　

金
川　
　

元
信　

（
南
高
安
中
）

（
５
．
８
．
１
）

　

吉
田　
　

徹
夫　

（
八
尾
中
）

　

馬
場　

美
代
子　

（
曙
川
南
中
）

   

訃　

報

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
５
．
５
．
22
）

　

髙
橋　
　

和
則　

（
曙
川
中
）


